
今年の１月から事業所休止や相談数の増加、休暇に伴う業務調整が続き３月は疲弊しきっている状態であり、4月からの異動や、この人員体制でセンター運営を行うことに今まで以上に不安が強かったです。同期である甲斐さんも異動し、介護予防や地域活動について一緒に考えたり、相談できる相手がいなくなりました。周囲に聞いてみましたが、特に意見はいつもなく、自分ひとりで考え込む時間が増えました。４月から６月頃にかけては幸い相談も少なく落ち着いていたため、自分の中でも余裕はあり、センターの中でもコミュニケーションは取れていたとも思います。７月頃から水田さんの体調の話や今村さんが時短になるかもしれないなどの話もあり、再度業務調整が必要になってきたこと、同時に相談も増えてき、突発的に動くケースもあり、対応できる人がおらず自分が動くことが多い状態でした。多忙になる中で、居宅漏れや、アクシデントなどが起こらないようケースの進捗確認や管理を行っていました。利用者にとって良い支援につながらないことも多く重なり、保健師として、包括の職員としての仕事のやりがいについても、感じなくなってきました。
仕事だけでなく自身の体調管理や、病院受診なども４月に入って増えており、センター運営に支障をきたさないように邁進してきたつもりではありますが、８月上旬から徐々に体調が崩れており、休日に建て直しをしていましたが、自身の体調の波がひどくなっているのも自覚していました。今までになかった１０月の人事配置で混乱や役職としての仕事などから今後自分がどうセンターを南さんと立て直せるか悩みました。８月末から悪化しており、センター内で、なるべく人にあたらないように、必要外の接触は避けていました。毎日、
南さんと連携について。以前は終業後などに２人で今後の体制などについて話す機会は多かったです。元々責任感が強い方ですが、最近仕事上の抜けなどが目立つ部分もあり、自分の相談は南さんにとって負担をかけてしまうこと、ケースや地域活動などで作成した資料などについても基本的に同意をしていただけますが、センター長として違う視点からの意見が欲しいという気持ちがありました。その点については南さんにも先日お話させていただきました。最近、南さんに気を使わせてしまっているという自覚はありました。南さんの優しさに対する甘えに、つい甘えすぎてしまっており、南さんに過剰に負担をかけていたと思います。
気を付けていたつもりではいましたが、最近は勤務時間仕事を行うことが精一杯の状況でした。周囲にマイナスな形で伝わり、結果的にこのような形になってしまい、組織体制が不安定な中、ご迷惑をおかけすることになって申し訳ありません。




補佐としてできていなかったことの振り返り。今後の展望について。
補佐として、これまでケース振りや進捗管理、居宅届の管理などを中心に南さんと協力して行ってきました。自分の心身の状態を自分で処理できなかったため、センター内で表出してしまい、センターの人から相談しやすい体制がとれなかったと思います。センター長である南さんとの連携が途中からとれなくなってきており、一度話をする機会を作るべきでした。
